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論 文 事 査 結 果 の 要 旨
母体環境や生後の生活習慣は幼児期の骨密度に影響を及ぼすことが明らかにされてい
るoしかし､その思春期骨密度に与える影響については明らかになっていない｡本研究で
は､出生前後因子および後天的獲得因子の思春期腫骨骨量に与える影響について明らかに
した｡2008年9月から12月の期間に中学生･高校生を対象に実施し､1,143人 (男子501
人､女子642人)を分析対象とした｡重回帰分析より､妊娠中の母親の体重増加量は､忠
春期女子の鹿骨骨量に有意に影響をおよぼしていた｡また､高い握力は､思春期男女とも
に瞳骨骨量に有意に影響をおよぼしていたOこれらの事より､妊娠中の体重増加を抑制し
すぎる事が子の骨健康に悪影響を与えることが示唆された｡また､思春期の子どもには､
最大骨量を高める為に､筋力をつける運動の実施が有効であることが明らかになった｡
これは重要な知見を得たものとして価値のある業績と認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
